
いたせん 伊回線 筑坐本線直方以から南方に走り，悶川線伊

田駅に至る 16.2 km の線。ほかに中泉 ・ 大域第一間1.6 km . 赤

池 ・ 赤池炭坑IHI0 .3 km . 金問 ・ 方以間1.0 km の貨物校線を含

み総営業キロは 19. 1 km。筑豊線に属する乙線(貨物支線は丙

線)である。

明治 26 ・ 2 筑l~興業欽道妹式会社によって開通されたが，明

治 30 ・ 10 九州鉄道株式会社に合併，さらに明治 40 ・7 鉄治国有

法によって国有となり，伊回線と l呼ぶこととなったものである。

また支線はそれぞれ石炭輸送のため建設された。{森悌弘子)

イタリアこくゅうてつどう イタリア国有鉄道 (伊) Fer-

rovie ltaliane dello Stato 本庁所在地 Piazza Croce Rossa. 

Roma イタリアの最初の鉄道は. 1839 年に建設されたナポ

リ=ポノレティチ聞の鉄道である。 1840 年にはミラノ=モソサ

間. 1842 年には ミ ラノ=ヴェネチア聞の鉄道が開通 した。 1848

-51年にはタスカニ公園に. 1856-59 年にはパナノレ共和国に鉄

道が建設された。
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1861 年の統一部jのイタリ アには多 くの共和国が分立してい (内狭軌) 500 

たので， 全国的な鉄道の発達が妨げられていたが，統一後ただ イタリア固有鉄道には全長 10 m 以上の隠然(きょうりょう)

ちにイタリア全国に鉄道網を建設する措誼がとられた。 すなわ が 43.158 (石造橋 39.09 1) あるが， そのうち全長 100m 以上は，

ち向年ポロジナの南側， アベニ Y山の東側の地域の鉄道を合併 石造矯 67. 鉄橋 31. 陸橋 36 となっている内腿道の総数は1 .849 .

してサザン鉄道会社が. 3 年後パナノレ共和国およびタスカニ公 延長 911.000m におよび，最長の隆道は 1 934 年に開通したポロ

国の鉄道を合併し P ローマ鉄道会社が，さらにその翌年にはロ ジナ=フイレソツェ線の隆道てら全長は 18.507m である。 1931

γ パノレジアおよびピエモンテ地方の大部分の鉄道をもってアパ 年に完成したミラノ停車場および 1950 年に完成 したローマ停

一 ・ イタリア γ鉄道会社がそれぞれ設立されたほか，サノレディ 車場は，ヨ ー ロッパ有数の壮麗な大停車湯である。

ニア島にサノレディ ニア鉄道および・ンシリ ー島にグィクトル ・エ イタリア国有鉄道は，イタリアの鉄道全体の軌道ー延長の約 90

7 ヌエノレ鉄道が設立された。 1885 年イタリアの鉄道の大部分は %について営業を行っている。地方的な民有鉄道会社の数は 40

民有鉄道に編成替えされたが. 1905 -07 年の間に一部の地方鉄 社以上， その営業キロ合計は約 4 .950 km である。

道を除きこれらの鉄道の大部分はふたたび固有化され，現在の 参考文献 Tothill Press Ltd. 発行 Directo r y of Rail way 

イタリア固有鉄道 (Fe rrovie ltaliane dello Stato) が組織 さ Officials & Year Book 1953-54 , Henry Sampson 網 World

れた。 Railways 1954-55, Union Internationale des Chemins de 

第 1 次大戦後，イタリア国有鉄道は， ローマ=ナポリ l間およ Fer 発行 International Rail way Statistics 1953, (1目持能)

びポロジナ=7 イレソツェ間に高速度列車用直通路線を建設す いちくかんかし、 つううんてん 1 区間開通運転 列車を巡

る苦手多くのJJi:裂な改良工事を行ってきたが，第 2 次世界大戦に 転する渇合， 先発の列車がつぎの区間に進入すれば， 続行の列

よってその施設に甚大な領容を受け，線路の 20 % . 活気後関車 車を出発させるような運転をいう。 すなわち先発列車と絞行列

の 67 % が磁波および領容を受けた。しかし同大戦後大規模な 車との間隔を最少限度 l 問答(へいそく)区間保有する巡転方

修理 ・ 復旧計闘が突施された結泉，戦前に比較して営業路線は 法である 。 この最少限度保有する区間を 2 閉塞区間とすれば，

ほとんど全部復旧し，電気後関車数は 12.5 % 増加l している。 これを 2 区間開通運転という。(三和途忠)

イタリアには石炭の産出が少ないので鉄道のm化が早 くから いちごうきかんし ゃ 1 号後関車 新橋 ・ 償浜間鉄道開通に

行われ . 190 1 年に電化が始められて以来非常に発達しており， 先だち，明治 4 年英国パノレカソ ・ 77 ウ γ ドリイ社で製造され

現在も fll化工事が進行中である。 たわが国最古の機関車である。当時第 l 号機関車として工事お

1Ji昔IEは 3 相 3.600V および直流 3.000Vが使用されているが， よび貨物列車用などに用いられ， 鉄道固有後 1 50 形と改称され

新電化線路はすべて直流 3.000V を使用し. 3 j司 3.600V は/1閥次 た。九州品原鉄道へ売却されたが， 記念すべき最古の俄関車と

直流 3.000V の使用へ切替えられている。 いうので保存の設が起り，鉄道省へ譲受け現在交通博物館に保

1953 会計年度(1952 ・ 7 ・ 1-1953 ・ 6 ・ 30) の営業成績 存されている。 I B 形タ γp際関車である。主要数値はつぎの

営業収入 187.030.059 千リラ とおり 。

営業政 234.818.492 " 

営業係数 125.55 % 

貨物輸送ト γ数 (1953 暦年) 44.230.330 t 

lt 平均輸送キロ( " ) 274.8km 

旅客紛送人員 (1953 暦年) 390.174.691 人

l 人平均来事キロ( ,,) 57.5km 

イ F リア国有鉄道の軌聞は1.435 m と狭軌の 0.95 m および

0.762 m の 3 箇類に分れ， 各軌間別の線路キロ数および車両数は

下記のとおりである。

営業キロ 1.435m 軌

狭軌

16.375 km 

591 

ー- 61 

l 号 陰凶 11i

γ リ γ?ïàí圭 x lT程(12"x 18つ 305 X 457 mm

伝然図綴 (562 ft ') 52.2 m' 




